
2017年度 春 要望調査票
青年海外協力隊 / 海外協力隊 / 日系社会青年海外協力隊 / 日系社会海外協力隊

要請番号（JL04817A02）

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

ブータン G182 小学校教育 個別 交替
3代目 2年 ・2017/3 ・2018/1

  

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

教育省

2）配属機関名（日本語）

キリカー セントラルスクール

3）任地（ モンガル県キリカー ） JICA事務所の所在地（ ティンプー市 ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ ﾊﾞｽ で 約 18.0 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

東部のモンガル県にある1988年設立のセントラルスクール。Pre Primary(幼稚園年長相当;以下PPと略)からClass10(高
校1年生相当)迄の児童・生徒が通い、寄宿舎も併設されている。地方の学校ではあるが、ブータン国内においては学科
のみならず、スポーツ大会でも優秀な成績を収め、知名度が高い学校である。
教員数31名(校長副校長含む)、スタッフ15名、児童・生徒数は約450名(2016年度)。
2018年1月まで体育隊員が活動中(-2015年7月)。他にはカナダボランティアを受け入れていた実績あり。

【要請概要】
1）要請理由・背景

当国に於ける保健体育教科は2000年に正規科目となり、2009年にはActivity Book(指導要領のようなもの)も作成された。
同じく、2013年に正規科目となった美術(図工)教科も、特別に選ばれたパイロット校ですら普及には至っていない。ほ
とんどの教師は保健体育や美術(図工)の授業を自ら受けたことがないため教えることに苦手意識があり、また、英語や
算数といった教科が優先されるブータンの教育事情により、これらの教科授業の充実・定着が課題となっている。
そこで、同僚教師とともに保健体育や美術(図工)を隊員が指導することで、将来的には同僚教師だけで教えることがで
きるような環境を整えるとともに、これら科目の重要性を学校関係者に認識してもらうために、3代目隊員として本要請
に至る。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

1. PPからClass6(小学6年生相当)の幼児・児童を対象に、保健体育を中心として、美術(図工)やダンス等も含めた授業を
行う。用具が限られるなか、現地で入手できるものを利用した用具の製作など、工夫を凝らした授業が求められる。
2. 放課後のクラブ活動の担当も期待される(特にスポーツ。Class7(中学1年生相当)からClass10(高校1年生相当)が対象)
3. 運動会や絵画展への参加といった企画を通じて、学校関係者に保健体育や美術(図工)の重要性について知ってもらう
機会を設ける。
4. 近隣の学校の保健体育巡回指導も期待される(基本は同校での活動であり、時間割に余裕があれば実施)。

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

バスケットボールコート、フットボールグラウンド、バレーボールコート、ボール、コーン、ラダー、運動会に必要な
道具類、絵具、色鉛筆といった美術(図工)に必要な基本的な道具類

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/
https://www.jocv-info.jica.go.jp/photo/JV/JL04817A02_1.jpg?t=1488276165
https://www.jocv-info.jica.go.jp/photo/JV/JL04817A02_2.jpg?t=1488276165
https://www.jocv-info.jica.go.jp/photo/JV/JL04817A02_3.jpg?t=1488276165


4）配属先同僚及び活動対象者

[同僚]
校長:40代男性
同僚教員:28名(カウンターパートは1名、男性、30代、体育指導経験9年)
[活動対象者]
PP-Class6の幼児・児童(活動対象者は、科目、クラブ活動内容によって変動がある)

5）活動使用言語

英語

6）生活使用言語

英語

7）選考指定言語

【資格条件等】
[免許]：（小学校教諭）

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（　　　　）　備考：

[経験]：（指導経験）3年以上　備考：即戦力が求められ
るため

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（温暖冬季少雨気候）　気温：（0～30℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（不安定）

[水道]：（不安定）

【特記事項】
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